
北海道根室振興局告示第６１号
漁業法（昭和24年法律第267号）第58条において読み替えて準用する同法第42条第1項の規定により、たこ漁業（北方四島周辺海域）について、許可又は起業の認可をすべき船舶等の数及び船舶の総トン数等に関する制限措置を次のとおり

定めた。
令和４年１２月１６日

北海道知事 鈴 木 直 道

制限措置 備 考
許可又は起業の認可を

(1)漁業種類 (2)操業区域 (3)漁業時期 (4)許可又は起業の (5)船舶の総トン数 (6)漁業を営む者の資格 申請すべき期間
認可をすべき船
舶等の数

たこ漁業（から釣り） 操業海域の外側の線は、「日本国政府とロシア連邦政府との間 協定第２条第１項の 了解覚書に定め ２０トン未満 ア 根室振興局管内に 令和4年12月16日から １．許可の有効期間は、令和４年１２月３１日以前の許可は令和
の海洋生物資源についての操業の分野における協力の若干の事 了解覚書に定められ られた隻数8隻 住所を有する者 令和4年12月26日まで ５年１月１日から同年１２月３１日まで、令和５年１月１日以降
項に関する協定」（以下「協定」という。）付表にいう第２６点、第２ た期間である1月1日 の許可は許可の日から令和５年１２月３１日までとする。
５点、第２４点、第２３点を順次結ぶ測地線に沿って引かれる。 から1月31日まで及び イ 了解覚書第４項の操
操業海域の内側の線は、協定付表にいう第２６点から北緯４３ 10月16日から12月31 業指示書及び操業確 ２．起業の認可の有効期間は、令和４年１２月３１日以前の認可

度１９分００秒の緯度線に沿って東に向かい、同緯度線が貝殻島 日まで 認書の交付を受ける予 は令和５年１月１日から同年６月３０日まで、令和５年１月１日
から色丹島までの島々の（岩場）太平洋沿岸低潮線から３海里離 定の者 以降の認可は認可の日から６ヶ月までとする。
れた線（以下「３海里線」という。）と最初に交わる点を経て、３海
里線に沿って東に向かい、３海里線が協定付表にいう第２３点と ３．申請書の提出先は、根室振興局産業振興部水産課とする。
第２４点を結ぶ測地線と交わる点まで引かれる。

ただし、 ４．許可に当たっては、次に揚げる内容の条件を付けることがあ
ア 多楽水道においては、３海里は、志発島の三角埼と多楽 る。
島のシマヤ埼を結ぶ測地線から測られる。 （１）了解覚書及び「協定第一条に規定する水域における日本
イ 色丹水道においては、３海里は、多楽島のホロリュウヤ埼 国の漁船による海洋生物資源についての操業の手続きに関
と色丹島の昆布臼埼を結ぶ測地線から測られる。 する指針」(以下「指針」という。）で示された事項に関しては、
ウ 色丹島においては、３海里は、昆布臼埼、昆布臼埼より これを遵守しなければならない。
東側に位置する岩場、大島の南西端、大島の東端、イタコタ （２）船内に秤を備え付けなければならない。
ン埼を順次に結んだ測地線から測られ、その後色丹島の低 （３）（一社）北海道水産会から交付された指示書等により設定
潮線から測られる。 を受けた操業対象物ごとの漁獲量を超えて当該操業対象物

の採捕をしてはならない。また、操業対象物のうちいずれか一
<<点の位置>> つの漁獲の総量が指示書等により設定を受けた漁獲量に達し
（世界測地系） た場合、他の操業対象物の採捕をしてはならない。
第23点 北緯４３度５０分００秒東経１４６度５５分１２秒 （４）船橋楼の側面の外側は全てオレンジ色（マンセル記号２.５
第24点 北緯４３度４４分００秒東経１４７度０９分００秒 ＹＲ６／１４）の塗料によって塗装されていなければならない。
第25点 北緯４３度１０分００秒東経１４５度５５分００秒 （５）操業中は操業海域以外の区域に立ち入ってはならない。
第26点 北緯４３度１９分００秒東経１４５度５２分３１秒 ただし、暴風雨、漁船の損傷、その他やむを得ない事由により

立入る場合は、この限りではない。この場合にあっては、あら
かじめ根室振興局長に報告しなければならない。

（６）使用する漁具は、１，５００枚（１枚の長さ３０メートル以内）
以内でなければならない。

（７）たこ以外の水産動物等が採捕されたときは、できる限り損傷
しないよう速やかに海中に戻さなければならない。

（８）漁獲物は全て船内で計量しなければならない。ただし、暴
風雨、漁船の損傷、その他やむを得ない事由により全数を計
量できない場合は、この限りではない。この場合にあっては、
あらかじめ根室振興局長に報告しなければならない。
また、漁獲量を操業日誌へ記載する際には、海水の重量

を差し引く等、漁獲量を補正してはならない。
（９）暴風雨、漁船の損傷、その他やむを得ない場合を除き第６
で定められた港以外に漁獲物を陸揚げし、又は他の船舶転
載してはならない。やむを得ない事由により、○○港以外に漁
獲物を陸揚げし、又は他の船舶に転載する場合には、その都
度、根室振興局長に報告しなければならない。

(10)操業にあたっては、出港時から入港時までの間、全地球測
位システムを使用して、当該船舶位置を２０分以内間隔毎に
記録するとともに、その記録を次回出港時まで保持しなけれ
ばならない。なお、当漁業の次回出港時までに、北緯４４度３
３分９秒以北の東経１４５度３７分４５秒の線、規則第３３条に
基づく別表第３に定める点を順次結んだ線及び第２２の点か
ら真方位１６０度の線以西の海域で他種漁業を営む場合にお
いては、指針Ⅱに定める点を出域した時間から２４時間を経
過した後に航跡を消去できるものとする。また、根室振興局長
が記録を保持する期間を定め、別に指示した場合は、その期
間内は記録を保持しなければならない。

（11）知事が漁業調整上、操業に関し必要な事項を命じたとき
は、これに従わなければならない。


